
梵
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音
の
仮
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記
を
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っ
て

目
次

序一
、
梵
語
重
子
音
の
仮
名
表
記

1
　
悉
曇
章
を
中
心
と
す
る
梵
字
音
の
仮
名
転
写

2
　
漢
訳
陀
羅
尼
の
仮
名
転
写

3
　
法
華
経
陀
羅
尼
の
仮
名
転
写

二
、
梵
語
音
と
漠
字
音
の
仮
名
表
記

序

沼
　
　
本
　
　
克
　
　
明

訓
点
資
料
は
、
従
来
、
そ
こ
に
記
入
さ
れ
て
い
る
日
本
語
に
注
目
し
、
国
語
資
料
と
し
て
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
主
流
で
あ

っ
た
。
訓
点
資
料
が
国
語
資
料
と
し
て
、
和
文
系
資
料
の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
由
来
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
な

の
で
あ
る
が
、
別
に
こ
の
資
料
群
は
、
首
本
語
と
外
国
語
と
の
接
点
に
存
在
し
た
と
い
う
大
き
な
特
色
を
有
し
て
い
る
。
外
国
語
と
の
接
点

に
在
っ
た
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
訓
点
資
料
群
は
従
来
の
研
究
に
も
活
用
さ
れ
て
来
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
中
国
語
と
の
接
点

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

五
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に
在
っ
た
こ
と
に
焦
点
が
置
か
れ
、
日
本
漠
字
音
の
研
究
に
殆
ど
絞
ら
れ
て
来
た
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
外
国
語
と
の

接
点
に
存
在
し
た
と
す
る
、
そ
の
外
国
語
に
は
、
中
国
語
の
他
に
、
も
う
一
つ
梵
語
（
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い

ぅ
点
が
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
勿
論
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
梵
語
が
全
く
問
題
に
さ
れ
て
来
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
漢
語
（
中
国
語
）
研
究
の
添
え
物
と
し
て
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
梵
語
音
は
、
対
注
漢
字
を
通
し
て
学
習
さ
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
訳
で
あ
っ
て
、
概

し
て
言
え
ば
、
漢
語
主
、
梵
語
従
と
い
う
比
重
を
置
か
れ
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
来
た
と
い
う
観
を
拭
え
な
い
。
然
し
、
筆
者
は
、
平
安
朝
初

期
以
降
の
入
唐
僧
ら
は
梵
文
を
直
接
学
習
研
究
の
対
象
と
し
て
い
た
と
考
え
、
平
安
朝
初
期
以
降
の
訓
点
資
料
、
就
中
、
後
世
へ
の
影
響
と

い
う
点
か
ら
極
め
て
重
要
な
位
置
に
在
る
密
教
系
の
そ
れ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
国
語
と
梵
語
は
こ
れ
等
を
互
い
に
区
別
し
て
取
り
扱
う
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
一
体
の
外
国
語
と
し
て
見
る
べ
き
必
要
が
有
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

従
来
、
密
教
系
の
仏
典
に
含
ま
れ
る
梵
語
は
漢
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
梵
語
は
、
中
国
語
の
側
か
ら
こ
れ
を
観
察
分
析
の
対
象
と

し
て
見
る
の
が
主
た
る
研
究
方
法
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
語
を
通
し
て
梵
語
を
見
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
た
め
に
、
陀
羅
尼
の
研
究

も
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
み
が
研
究
対
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
一
種
の
陥
穿
或
い
は
盲
点
が
有
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
四
声
点
の
実
用
、
有
無
気
音
の
識
別
、
清
濁
音
の
識
別
、
及
び
そ
れ
等
の
H
本
語
へ
の
適
用
は
、
専
ら
中
国
語
（
漢
字
音
）
と

日
本
語
と
の
対
照
か
ら
発
生
し
た
も
の
と
い
う
捉
え
方
が
常
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
等
の
最
初
期
の
姿
を
具
体
的
に

観
察
し
て
み
る
と
、
む
し
ろ
梵
語
音
の
学
習
の
た
め
、
梵
語
と
日
本
語
と
の
対
照
か
ら
出
発
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
亦
、

梵
語
と
も
中
国
語
と
も
区
分
出
来
な
い
、
両
者
が
融
合
し
た
「
外
国
語
」
と
の
対
照
か
ら
出
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
存
す
る
。

三
内
撥
音
や
三
内
入
声
音
及
び
拗
音
の
識
記
や
表
記
法
の
形
成
も
、
我
々
は
中
国
語
の
日
本
語
へ
の
取
り
入
れ
の
問
題
と
し
て
の
み
取
り

扱
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
等
も
、
平
安
朝
人
に
と
っ
て
、
梵
語
学
習
に
お
い
て
も
亦
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。



こ
の
様
に
考
え
て
み
る
と
、
本
邦
人
が
接
し
た
「
外
国
語
」
に
は
中
国
語
と
梵
語
と
が
対
等
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
分
析
し
て
行
く
必

要
が
有
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
現
実
に
、
先
に
言
及
し
た
平
安
朝
初
期
末
以
降
の
密
教
系
の
訓
点
資
料
は
、
正
に
漢
語
と
梵
語
が
融

合
し
て
存
在
し
て
い
る
資
料
群
な
の
で
あ
る
。
密
教
系
の
訓
点
資
料
を
外
国
語
と
の
接
点
に
在
る
資
料
群
と
し
て
総
合
的
に
把
え
て
み
る
必

要
が
有
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
様
な
問
題
意
識
の
下
で
、
外
国
語
の
仮
名
表
記
法
と
い
う
視
点
か
ら
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
具
体
的
な
訓
点

資
料
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
梵
語
重
子
音
の
仮
名
表
記

日
本
語
は
母
音
「
、
乃
至
子
音
三
と
母
音
一
つ
の
形
で
、
Ⅴ
、
C
V
構
造
と
し
て
記
述
で
き
る
音
節
を
原
則
と
し
、
万
葉
仮
名
も
こ

の
音
節
の
表
記
に
沿
う
形
で
形
成
さ
れ
て
来
た
。
中
古
漢
語
の
音
節
構
造
を
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
記
述
す
る
と
、
Ⅴ
・
C
V
・
C
S
V
・
C

V
V
・
C
V
C
・
C
S
V
C
の
構
造
に
な
る
。
こ
れ
等
は
、
日
本
語
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
際
し
、
仮
名
で
表
記
出
来
る
形
に
組
み
直

さ
れ
、
最
終
的
に
は
次
の
様
に
変
化
し
て
定
着
し
た
。

Ⅴ
　
阿
1
ア
　
V

C
 
V
　
他
1
夕
　
C
V

C
S
V
去
1
キ
ヨ
ホ
C
S
V
（
S
＝
・
且
、
C
S
V
化
1
ク
ワ
ホ
C
S
V
（
S
＝
u
【
）

C
V
C
察
l
サ
ツ
C
V
＋
ホ
C
（
1
C
V
＋
C
V
）
、
C
V
C
三
1
サ
ム
　
C
V
＋
ホ
C

C
 
V
 
V
　
教
1
ケ
ウ
　
C
 
V
＋
V

C
S
V
C
出
l
シ
ユ
ツ
　
C
S
V
＋
ネ
C
（
1
C
S
V
＋
C
V
）
、
C
S
V
C
春
1
シ
ュ
ン
　
C
S
V
＋
ネ
C

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

七
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右
の
中
の
、
＊
印
の
音
節
が
新
た
に
日
本
語
の
中
に
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

扱
、
で
は
梵
語
の
場
合
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

梵
語
の
日
本
語
に
対
す
る
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
が
重
子
音
言
語
C
C
V
・

l
＼ノ

C
 
C
C
V
・
・
・
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
も

ぅ
ー
方
の
外
国
語
で
あ
る
中
国
語
に
も
こ
の
重
子
音
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
重
子
音
を
日
本
語
に
取
り
入
れ
る
際
に
ど
う
処
理
し
た
か

（1）

に
つ
い
て
は
、
従
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
と
の
接
触
以
後
の
外
来
語
の
表
記
の
問
題
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
有
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
は

古
い
梵
語
と
の
接
触
に
お
い
て
も
、
こ
の
間
題
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

先
ず
、
最
初
に
こ
の
重
子
音
の
問
題
に
つ
い
て
、
順
次
古
い
梵
語
資
料
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

l
、
悉
曇
章
を
中
心
と
す
る
梵
字
音
の
仮
名
転
写

先
ず
、
梵
字
そ
の
も
の
を
本
邦
人
が
読
ん
で
振
り
仮
名
を
加
え
た
資
料
を
、
平
安
初
期
か
ら
順
次
取
り
上
げ
て
み
る
。

①
悉
曇
章
羞
守
和
砦
敗
（
外
題
）
　
（
東
寺
蔵
）

霊
厳
寺
和
尚
円
行
＜
七
九
八
～
八
五
二
＞
の
伝
が
有
る
。
付
載
の
仮
名
字
体
表
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
様
に
平
安
初
期
九
〇
〇
年
以
前

の
加
点
と
推
定
で
き
る
。

先
ず
、
二
重
子
音
字
の
場
合
に
つ
い
て
、
若
干
例
を
抜
き
出
し
て
示
し
て
み
る
と
次
の
様
で
あ
る
（
用
例
で
は
原
本
に
有
る
対
注
漢
字
は

省
略
し
た
。
尚
、
以
下
、

梵
字
は
原
則
と
し
て
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
表
記
し
た
。

コ
サ
〓
合

k
芯

k
r
a

tra

キ
シ
二
合

ksi

ク
ス
〓
合
　
　
　
　
キ
セ
二
合

k
s
u
 
k
s
e

キ
才
二
合
　
　
　
　
コ
ソ
ウ
〓
合
　
　
　
コ
章
二
合

k
s
a
i
 
k
s
O

キ
リ

kri
チ
リ
二
合

t
r
i

カ
ノ
　
ロ

k
r
u

ツ
ル
二
合

t
r
u

キ
レ
エ

kre
テ
　
レ

t
r
e

キ

レ

エ

krai

テ
ラ
エ

t
r
a
i

コ
　
ロ

krO
ト
ロ
ウ

t
r
O

k
篭
u

カ

ラ

ウ

k
r
a
u

タ
ラ
ウ

t
r
a
u

）コ
三
二
合
　
　
　
　
コ
サ
ク
二
合

k
票
召
　
　
k
s
a
h

カ
ラ
ム
　
　
　
　
　
カ
ラ
ク

k
r
a
噌
　
　
k
r
a
h

タ
ラ
ム
　
　
　
　
　
タ
ラ
ク

t
r
a
眉
　
　
t
r
a
廿



◎
　
害
a

◎
　
k
v
a

炎
リ
　
　
　
　
　
牛
ル

ぺ
r
i
　
　
　
く
r
O

キ
ヒ
　
　
　
　
　
ク
母

k
ま
　
　
　
k
く
u

英
レ
エ

く
「
m

キ
ヘ
エ

F＜〔

母

ロ

ウ

く
r
e

キ
ハ
エ
　
　
　
　
コ
母
ウ

k

く

a

i

 

k

七

〇

次
に
、
三
重
子
音
字
の
例
を
若
干
示
す
と
次
の
様
で
あ
る
。

◎
　
k
胡
r
a

◎
　
k
竃
a

コ

ソ

机

ク

k
竃
a
廿

コ

　

サ

　

ト

◎
　
k
笠
h
a

◎
　
r
k
s
a

キ
シ
リ

k
調
r
i

キ
シ
央

k
s
ロ
i

コ
　
ソ
ロ

k
笠
u

ク

ス

ホ

k
s
m
u

キ
シ
レ
エ

雷「〔
ク
ス
ホ

k
s
ロ
u

キ
シ
レ
エ

k篭ai

キ

　

シ

k
s
ロ
e

キ
　
シ
　
L

F
芝
J
一

エ
リ
キ
シ

ク
　
ス
　
l

k巴iu

ウ
ル
ク
ス

キ
シ
セ
エ

k
朝
j
h
e

イ
リ
キ
セ
エ

キ
　
シ
サ
エ

k
棚
j
h
a
i

イ
リ
キ
サ
エ

コ
ソ
ロ
・
ワ

k
笠
O

k
胡
m
O

コ
ソ
L
　
ウ

k
胡
j
h
O

ヨ
ロ
コ
ソ

馬
ラ
ウ

d
r
a
u

カ
甥
干

k
く
a
u

コ
サ
ラ
ウ

k
笠
a
u

キ
シ
馬
エ

k
朝
日
a
i

コ
　
サ
　
ト
　
ウ

k
笠
h
a
u

ア
ラ
コ
サ
ウ

椙
ラ
ム

く
r
a
眉

カ
ハ
ム

F
く
眉

コ
サ
ラ
ム

k
朝
r
a
眉

コ
ソ
馬
ウ

k
竃
a
u

コ
　
サ
　
ト
　
ム

k
朝
j
h
a
召

ア
ラ
コ
サ
ム

r
k
調
i
 
r
k
s
u
　
　
旨
s
e

r
k
s
P
i
 
r
k
s
O

r
k
s
a
u
 
r
k
s
a
眉

椙

ラ

ク

＜
r
a
甘

カ

バ

ク

打
く
昔

コ
サ
ラ
ク

k
s
r
a
甘

コ
ソ
馬
ム

k
竃
a
眉

コ
　
サ
　
ト
　
ク

k
笠
h
a
す

ア
ラ
コ
サ
ク

r
k
竃
廿
（
r
音
に
は
1
音
と
の
区
別
の
為
に
文

字
頭
に
ア
行
書
を
加
え
て
い
る
。
）

右
の
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
様
に
、
重
子
音
の
表
記
は
、
母
音
を
揃
え
る
方
式
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
こ
の
方
式
を

こ
こ
で
は
「
母
音
調
和
式
」
と
仮
称
す
る
こ
と
に
す
る
）
。
次
の
様
に
で
あ
る
。

k
r
i
l
雲
、
k
r
a
u
l
認
寸
、
k
雪
i
l
蔓
し
、
k
書
○
↓
］
苫
、
k
竃
○
↓
］
寓

も
っ
と
も
、
完
全
に
揃
え
て
い
な
い
も
の
、
例
え
ば
、

k
r
e
l
雲
H
、
t
r
e
l
等
k
棚
r
e
l
苦
言
、
k
朝
I
a
u
l
宣
豊

の
如
き
も
の
が
出
現
す
る
が
、
大
旨
こ
れ
等
は
、
エ
t
ィ
、
オ
‡
ア
の
間
の
様
な
、
近
似
母
音
の
範
囲
で
の
交
替
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
「
母
音
調
和
式
」
で
振
り
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

所
で
、
こ
れ
等
の
方
式
が
、
対
注
漢
字
の
漠
字
音
の
読
み
に
よ
っ
て
当
て
ら
れ
た
仮
名
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と

は
、
次
の
様
な
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

曾

啓

嗜

軍

書

等

等

等

今

学

官

軍

官

軍

全

軍

全

品

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

九
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一
〇

右
の
様
に
、
対
注
漢
字
は
、
本
悉
曇
章
の
場
合
は
、
前
に
立
つ
子
音
は
、
全
て
同
〓
漢
字
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
例
も
全
く

同
じ
方
法
で
対
訳
さ
れ
て
い
る
。

②
大
悉
曇
章
（
東
寺
蔵
）

（2）

加
点
時
代
の
手
掛
か
り
は
具
体
的
な
も
の
は
存
し
な
い
が
、
築
島
裕
博
士
に
従
っ
て
九
三
〇
年
頃
と
し
て
取
り
扱
う
。
付
載
の
仮
名
字
体

表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
若
干
下
げ
た
方
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

部
分
加
点
で
あ
る
の
で
、
仮
名
の
有
る
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
て
若
干
例
を
示
し
て
み
る
。

ロ
サ
　
　
　
　
　
　
D
　
シ

◎
　
k
霊
　
　
k
胡
i

ク
ス
　
　
　
　
　
キ
セ
イ
　
　
　
　
　
キ
サ
イ
　
　
　
　
ク
ス
　
　
　
　
　
ク
サ
ウ

k
切
u
 
k
霊
　
　
k
s
a
i
 
k
s

◎◎◎◎◎

kra
サ
ラ

C
r
a

キ
サ
ラ

k竺a

キ
サ
ハ

k等a
タ
サ

ー
抄
a

ク
　
ロ

kru
シ
　
リ

C
r
i

キ
ロ
ロ

kヱi
キ

シ

ヒ

k昔i
ケ
　
シ

t払i

ケ
レ
イ

kre
ソ
　
ロ

C
r
u

ク
ス
ル

k
胡
－
u

ク
ス
フ

k等u
ト
主

t
払
u

カ

ラ

イ

krai

セ
レ
イ

C
r
e

キ
セ
レ

kヱe

キ
セ
へ
イ

k昔e

テ
イ
セ
イ

t
訂

ク
　
ロ

krO
サ
ラ
イ

C
r
a
－

キ
サ
テ
ィ

富
一
P
一

キ
サ
ハ
イ

k昔ai

タ
イ
サ
イ

t
払
a
i

ー
ぷ
○

カ
ラ

kra

ソ
　
ロ

〔
「
ロ

ク
スk

ヱ

ク
スk

等

ト

　

ソ
t
g

k
芯
u
（
本
資
料
に
は
対
注
漢
字
無
し
）

ウu

サ

ラ

ウ

C
r
a
u

ロ
　
　
　
　
ク
サ
ラ
ウ

O
 
k
s
－
a
u

フ
　
　
　
　
ク
サ
ハ
ウ

O
 
k
s
b
a
u

タ
サ
ウ

t
弥
P
u

サ
ラ

本
資
料
の
場
合
も
「
オ
J
」
の
行
の
例
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
様
に
、
母
音
調
和
式
で
振
り
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
中
に
、

奇
の
様
な
k
篭
主
の
如
き
例
が
有
。
、
こ
れ
は
①
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
響
度
の
低
い
狭
い
母
音
i
を
持
つ

音
節
（
仮
名
）
を
選
択
し
た
も
の
で
、
以
下
こ
れ
を
「
母
音
消
去
式
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

③
悉
曇
章
着
火
仰
望
全
票
与
本
（
外
題
）
　
（
東
寺
蔵
）

（3）

本
書
は
南
北
朝
期
に
東
寺
賢
宝
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
た
本
で
あ
る
が
、
そ
の
原
本
は
平
安
中
期
九
五
〇
年
頃
に
位
置
づ
け
出
来
る
も
の
と

判
断
さ
れ
る
の
で
こ
こ
に
序
で
る
。
但
し
、
賢
宝
が
原
本
を
転
写
す
る
に
際
し
、
判
読
出
来
な
い
ま
ま
に
写
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
改

変
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
不
審
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
然
し
、
原
本
の
平
安
中
期
の
面
影
は
十
分
に
う
か
が
う
こ
と
が
可
能



で
あ
る
。

若
干
例
を
抜
き
出
し
て
見
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

キ
サ
　
　
　
　
　
キ
シ

◎
　
k
霊
　
　
k
朝
i

カ

ヤ

　

　

　

キ

イ

◎
　
k
y
a
 
F
y
i

キ
サ
ヤ
　
　
　
　
キ
シ
イ

◎
　
k
篭
a
 
k
篭
i

1

－

　

こ

．

．

言

　

　

　

．

r

．

サ

ラ

　

　

　

　

　

シ

リ

◎
　
c
r
a
 
c
r
i

◎

　

欝

　

罰

ク
　
ス

k
．
∽
責

キ
イ

k
y
叫

ク

ス

ユ

k
等
u

ク
ル

kru
シ
　
リ

CrT
バ
ラ
ハ
？

t
r
u

基
本
的
に
母
音
調
和
式
で
あ
る
が

キ
セ
イ
　
　
　
　
　
キ
サ
イ

k
竃
　
　
k
芯
i

ク
ユ
　
　
　
　
　
キ
エ
イ

k

y

u

 

k

y

e

キ
サ
エ
イ
　
　
　
　
キ
サ
ヤ
イ

k
竃
e
 
k
竃
a
i

ク
ル
　
　
　
　
　
キ
ア
レ
イ

k
r
u
 
k
r
e

火
ル
　
　
　
　
　
シ
ア
レ
イ

C

r

u

 

C

r

e

茶
レ
イ
　
　
　
　
茶
ラ
イ

T
e
 
T
a
l

「
奇
k
軍
を
「
コ

キ
　
ソ

k
篭

キ
ヤ
イ

k
竃
i

キ
ソ
ヨ

∵

り

宇

カ
ラ
イ

krai

シ
ア
ラ
イ

C
r
a
i

貯
　
ロ

マ
○

キ
サ
ウ

k
s
a
u

ク
サ
ム
キ
ア
ム
又
カ
サ
ム
キ
サ
　
カ
サ
　
ク
サ

k
苫
屋
　
　
k
簑
t
F

キ
・
ヨ

k
y
O

□
　
ロ
　
ウ

k
篭
a
u

去
　
ロ

krO
溝
　
口

〔
「
○

茶
ラ
ウ

t
r
a
u

キ
ヤ
ウ

k
y
a
u

キ
サ
ヤ
ム

k
篭
a
召

キ
ア
ラ
ウ

k
r
a
u

サ
ラ
ウ

C
r
a
u

茶
ラ
ム

キ

ア

ム

k
雲
召

キ
サ

富
竃
T

キ
ア
ラ
ム

二．－∴・

シ
ア
ラ
ム

C
r
a
層

茶

　

ラ

（
対
注
漢
字
は
省
略
し
た
）

キ
　
ヤ

k
冨
甘

キ

ア

ラ

kr昔
サ

　

ラ

C
r
a
h

T
叩
　
　
T
a
廿

（
カ
）
サ
」
形
で
な
く
「
キ
サ
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
②
と
同
じ
方
法
が
採

用
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
悉
曇
章
芸
大
師
納
采
（
外
題
）
　
（
東
寺
蔵
）

（4）

本
書
も
③
と
同
じ
く
南
北
朝
時
代
の
東
寺
賢
宝
転
写
本
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
天
元
五
年
（
九
八
二
）
の
大
西
阿
閣
梨
御
房
の
読
点
で
あ

る
と
い
う
。
賢
宝
は
そ
の
朱
点
が
繁
多
で
あ
っ
た
の
で
省
略
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
本
文
に
は
所
々
に
朱
点
の
仮
名
と
声
点
が
残
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
正
確
に
は
平
安
中
期
天
元
五
年
の
全
貌
を
知
る
訳
に
は
行
か
な
い
が
、
参
考
に
は
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
賢
宝
は
正
確
に
解

読
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
不
審
な
部
分
も
少
な
く
な
い
。
仮
名
字
体
は
付
載
の
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
平
安
中
期
の
視
点
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

若
干
例
を
抜
き
出
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

キ
サ
　
　
　
　
　
キ
シ

◎
　
k
芯

◎
　
k
y
a

カ
サ
ウ
　
　
　
　
キ
サ
ム

k
s
a
u
 
k
s
a
眉

ク
エ
イ
　
　
　
　
　
ク
ア
イ

k
y
e
 
k
y
a
i

（
本
資
料
に
は
対
注
漢
字
無
し
）

ク
ヤ
ウ
　
　
　
　
ク
エ
ム
　
　
　
　
カ
　
ヤ

k
y
a
u
 
k
y
a
眉
　
　
k
y
a
曹

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

◎
欝
　
圭
　
製
　
卵
岩
　
封

ナ
ヤ

二
重
子
音
の
例
が
右
の
例
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
「
少
」
の
行
に
就
い
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
は
、
や
は
り
母
音
調
和
式
が
取
ら
れ
て
い

る
。
但
し
「
や
k
空
こ
の
「
k
」
を
「
キ
」
で
、
衷
k
y
a
」
の
「
k
」
を
「
ク
」
で
、
の
様
に
「
イ
列
仮
名
」
　
「
ウ
列
仮
名
」
で
の
転
写

が
漸
次
増
加
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
「
1
」
　
「
u
」
は
狭
母
音
で
あ
っ
て
、
C
C
V
の
C
を
表
現
す
る
に
は
適
し
た
仮
名
で

ぁ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
母
音
調
和
式
の
古
い
方
式
か
ら
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
母
音
消
去
式
の
新
し
い
方
式
が
増
加
し
て
行
っ
た
こ
と
を

物
語
る
。
そ
れ
は
亦
童
戸
観
察
の
進
化
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
平
安
朝
初
期
に
梵
語
重
子
音
の
表
記
は
、
母
音
調
和
式
に
始
ま
っ
て
、
平

安
中
期
未
に
は
母
音
消
去
式
が
増
加
し
て
行
っ
た
と
い
う
把
え
方
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
　
「
悉
曇
章
」
　
の
例
で
あ
る
。

⑤
仁
砦
不
空
清
索
明
（
随
心
院
蔵
）
　
（
5
）

仁
海
僧
正
〈
九
五
一
～
二
∪
四
六
）
と
伝
え
ら
れ
る
梵
字
真
言
の
写
本
で
あ
り
、
同
時
期
同
僧
正
に
よ
る
片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
所
々
に

加
点
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
重
子
音
字
の
例
を
取
り
出
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

封
が
　
欝
、
訴
キ
・
㌢
欝
、
㌢
㌣
a
　
㌢
が
、
m
a
h
a
封
、
㌢
〓
C
が

タ

ハ

　

　

ハ

リ

「
t
p
a
L
 
T
p
I
a
」
　
（
「
リ
」
は
「
ラ
」
の
誤
り
か
）
は
母
音
調
和
式
で
あ
る
。
「
シ
チ
リ
ヤ
」
は
母
音
調
和
式
で
も
あ
り
母
音
消
去
式
で
も

シ

ハ

　

　

シ

ヒ

　

　

シ

サ

　

　

　

ト

ハ

ぁ
る
。
「
払
声
　
「
買
」
　
「
抄
c
a
」
及
び
「
1
蔓
は
母
音
消
去
式
で
あ
る
。
加
点
時
代
は
大
旨
二
0
0
0
年
頃
と
見
ら
れ
、
両
式
が
混
用
さ

れ
て
い
る
の
は
④
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
当
然
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

⑥
悉
曇
章
抄
中
抄
（
東
寺
蔵
）
　
〈
6
）

尾
題
「
悉
曇
略
抄
」
。
奥
書
に
「
康
平
四
年
（
一
〇
六
二
）
八
月
三
日
於
（
以
下
抹
消
）
」
と
有
る
。
多
分
書
写
奥
書
で
あ
ろ
う
。
成
立

は
も
う
少
し
遡
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
誤
写
が
所
々
に
有
る
の
で
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
書
の
梵
字
の
振
り
仮
名
で
関

係
有
る
部
分
を
若
干
例
示
し
て
み
る
。



○
宗
二
合
や
上
蛋
沙
字
作
驚
苺
…
符
左
璽
有
糾
㌢
骨
…
す
去
整
甘
食
…
竿
右
撃
呈
替
…
軍
右
撃
量
華
套
誓
合
音

凍
害
三
富
卑
有
撃
盲

○
如
繁
々
…

○
躯
か
姫
君
…
ぞ
…
隼
・
垂
地
三
富
・
：
宮
葛
警
甘
…
賓
…
官
有
軍
書
脊
…
軍
套
警
巷
萱
壷
・
す
：
吾

有
迦
左
括
二
石
蕗

○
鋸
か
掛
酢
牙
・
‥

（
中
略
）

○
㍗
芸
軍
正
一
字
如
初
迦
字
靖
音

彗
乞
蛋
…
郡
迦
左
反
上
！
・
華
迦
幸
…
隼
等
…
畢
空
反
去
…
窄
句
朱
反
上
！
・
髪
可
聾
…
軍
使
軍
・
覇
伎
眉
：
璽
堅
ト

キ
シ

キ
ヤ
シ
ヤ
ク

ふ
華
迦
早
反
空
…
窮
ム
迦
三
反
き
…
音
で
浩
誓

己
上
十
二
字
此
二
合
輯
也

へ
マ
マ
）

梨
迦
萱
合
…
爵
迦
左
肇
…
璽
芸
上
∴
：
醗
彗
撃
…
彰
朱
豆
反
上
土
翫
句
朱
豆
反
去
∴
彗
蔓
上
！
・
璽
伎
鮎
㌘
－
華
冒
碩
反

上
！
・
菅
笠
反
去
／
否
蓋
反
去
…
郡
㍗
左
貫

コ

サ

タ

ウ

　

　

　

　

キ

サ

タ

ム

己
上
十
二
字
此
三
合
字
也
、
皆
加
阿
輯

射
牽
左
雷
撃
此
四
合
字
也
革
…
僻
苧
離
礁
…
那
畢
・
郡
畢
・
領
斬
…
報
苧
苛
…
邪
苧
報
…
融
㌣

巳
上
十
二
字
以
四
字
為
一
字
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

執
、
本
書
の
梵
音
の
写
音
法
を
見
る
と
、
本
文
の
　
（
万
葉
仮
名
式
）
漢
字
の
注
音
と
振
り
仮
名
と
に
は
若
干
の
差
が
見
ら
れ
る
。
今
分
か

り
易
い
「
奇
、
k
睾
字
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な
っ
て
い
る
。

（
漢
字
）
　
　
　
　
（
墨
振
り
仮
名
）

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



k
篭

…
・
．
‥
・

k
笠

k
朝
i

一
二

k
苫

∴“・
「
・

F
W
〇

k
芯
u

k
篭
眉

k
篭
廿

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

カ

　

サ

迦
左
上

カ

　

サ

迦
左
去

キ

　

シ

幾
支
上

キ

　

シ

幾
支
去

ク

　

ス

句
矢
上

ク

　

ス

句
朱
去

キ
セ
イ

伎
勢
上

キ
サ
イ

伎
妻
去

掛
野

カ
サ
ウ

迦
早
去

カ
サ
ム

迦
三
去

カ
サ
ク

迦
弱
入

カ
シ
ャ

カ
シ
ャ

キ
シ

キ
シ

ク
ス

ク
ス

キ
セ
イ

キ
サ
イ

キ
ヨ
ソ
ウ

キ
ヤ
サ
フ

キ
ヤ
サ
ム

キ
ヤ
シ
ヤ
ク

（
万
葉
仮
名
式
）
漢
字
注
の
方
は
か
な
り
母
音
調
和
式
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
平
安
初
期
の
悉
曇
章
の
場
合
と
比

べ
る
と
、
平
安
初
期
で
は
「
k
運
が
「
ケ
セ
（
イ
）
」
で
あ
り
、
「
k
首
」
が
「
カ
サ
イ
」
で
あ
る
点
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分

の
み
が
母
音
調
和
式
が
く
ず
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
振
り
仮
名
の
方
に
な
る
と
、
「
k
革
を
「
キ
ヨ
ソ
ウ
」
、
「
k
霊
三
」
を
「
キ
ヤ
サ
ウ
」

の
如
く
、
拗
音
に
読
ん
だ
た
め
に
、
全
体
が
「
キ
…
」
に
統
一
さ
れ
、
い
わ
ば
母
音
消
去
式
に
統
一
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

但
し
、
念
の
た
め
に
付
記
し
て
お
け
ば
、
本
書
の
本
文
の
成
立
と
、
振
り
仮
名
と
は
別
の
時
期
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
文
は
梵
字
そ
の
も

の
に
漢
字
（
但
し
万
葉
仮
名
を
基
本
と
す
る
日
本
式
注
音
法
）
で
注
音
し
た
も
の
で
、
そ
の
本
文
成
立
時
期
に
は
ま
だ
明
ら
か
に
母
音
調
和



式
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
振
り
仮
名
は
一
〇
六
一
年
当
時
の
方
式
で
あ
り
、
そ
の
為
に
新
し
い
方
式
に
変
遷
し
て
い

る
と
肥
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
更
に
延
長
線
上
に
、
明
覚
の
往
昔
法
が
有
る
。

⑦
明
覚
の
著
書

明
覚
二
〇
五
六
～
一
一
二
二
以
後
没
）
　
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
代
表
的
な
著
作
の
例
を
示
し
て
み
る
と
次
の
様
で

あ
る
。1

悉
曇
大
底
二
〇
八
四
年
成
立
）
　
（
永
暦
元
年
写
本
叡
山
学
院
蔵
）
　
（
7
）

キ
シ
ャ
　
キ
シ
　
　
ク
シ
ユ
　
キ
セ
イ
　
キ
シ
ャ
イ
　
キ
シ
ヨ
　
キ
シ
ャ
ウ
　
キ
シ
ャ
ム
　
キ
シ
ヤ
ク
　
（
修
正
し
て
示
す
）

耳
　
衝
二
㌢
　
耳
ふ
拷
咽
頭
∵
猪
　
掩

キ
サ
イ
　
　
　
キ
ソ
　
　
　
　
キ
サ
ウ
　
　
　
キ
サ
ム
　
　
　
キ
サ
ク

キ
ア
　
　
　
　
キ
イ
　
　
　
　
千
イ
　
　
　
　
ク
ユ
　
　
　
　
ク
ユ
　
　
　
　
キ
エ
イ
　
　
　
キ
ヤ
イ
　
　
　
キ
ヨ
　
ク
ヨ
　
コ
ヨ
　
　
キ
ヤ
ウ
　
　
　
キ
ヤ
ム
　
　
　
キ
ヤ
ク

否
　
魯
透
　
奇
　
書
　
訝
杏
　
謬
　
渉
・
否
　
黍

キ
ャ
ラ
　
　
　
キ
リ
　
　
　
　
グ
ロ
　
　
　
　
キ
ヤ
レ
イ
　
　
キ
ャ
ラ
イ
　
　
コ
ロ
　
　
　
　
キ
ャ
ラ
ウ
　
　
キ
ャ
ラ
ム
　
　
キ
ャ
ラ
ク

で
　
仔
　
牙
∵
挿
頭
∵
で
頭
∵
汀
　
薫

2
梵
字
形
音
義
（
一
〇
九
八
成
）
　
（
建
長
二
年
写
本
東
寺
観
智
院
蔵
）

部
　
が
　
餅
香
　
華
　
李
祁
〓
苓
都

キ
エ
ム
　
　
　
キ
ヤ
ク

・
香
　
杏

彗
酢
二
骨
　
邪
尭
「
畢
癖
ウ

3
悉
曇
要
決
二
一
〇
一
以
後
成
）
　
（
天
福
二
年
写
筑
波
大
学
蔵
）

や
怒
一
合
卑
乞
濯
差
引
碕
乞
史
。
合
…
華
吃
索
－
一
合

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

こ
れ
等
諸
本
の
振
り
仮
名
が
明
覚
自
身
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
転
写
者
の
加
点
か
が
問
題
と
な
る
が
、
諸
本
の
振
り
仮
名
が
各
転
写
本

に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
祖
本
つ
ま
り
明
覚
自
筆
本
に
有
っ
た
も
の
と
見
て
良
い
様
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
前
提
の
上
で
、
明
覚
の
諸
本
を
見
る
と
、
大
旨
最
初
の
子
音
の
表
記
は
同
じ
仮
名
に
統
一
さ
れ
る
　
（
つ
ま
り
非
母
音
調
和
式
）
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
。
中
に
、
母
音
u
・
0
．
を
含
む
場
合
に
限
っ
て
「
ク
ス
」
　
「
ク
ユ
」
　
「
ク
ロ
」
　
「
コ
ロ
」
の
如
き
母
音
調
和
式
を
保
存
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
段
々
と
母
音
調
和
式
が
す
た
れ
、
母
音
消
去
式
に
統
一
さ
れ
る
時
代
背
景
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑧
密
宗
悉
曇
章
（
永
万
二
年
（
二
六
六
）
　
写
東
寺
観
智
院
蔵
）
　
（
“
）

本
書
は
延
懐
（
生
没
年
未
詳
）
　
の
著
で
あ
る
が
、
こ
の
期
に
な
る
と
、
母
音
消
去
式
に
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

キ
サ
　
　
　
　
キ
サ
　
　
　
　
キ
シ
　
　
　
　
キ
シ
　
　
　
　
キ
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
キ
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
キ
セ
イ
　
　
　
キ
サ
イ
　
　
　
キ
シ
ユ

畢
都
∴
即
席
二
軍
㌘
　
都
芹
二
彗
勃
二
警
㌘
碗
二
彗
　
報

一
部
別
形
と
し
て
　
「
ク
シ
ユ
」
　
「
ク
ス
ユ
」
　
「
ク
シ
ウ
」
が
併
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
て
　
「
キ
…
」
　
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
本

資
料
の
場
合
も
全
て
が
そ
う
で
は
な
く
、

井
ヤ
ラ
　
　
　
井
ヤ
ラ
　
　
　
キ
リ
　
　
　
　
キ
リ
　
　
　
　
ク
ル
　
コ
ロ
　
　
ク
ル
　
コ
ロ
　
　
キ
レ
イ
　
　
　
キ
ャ
ラ
イ
　
　
ク
ロ
　
　
　
　
キ
ラ
ウ
　
　
　
キ
ャ
ラ
ム
　
　
キ
ャ
ラ
ク

事
′
　
罰
　
即
　
l
華
▼
　
郵

糞
。
禦
ぐ
邪
イ
畢
　
ぐ
郡
　
部
ム
弱
ク

の
場
合
「
ク
ル
」
　
「
コ
ロ
」
　
の
如
き
母
音
u
・
O
の
場
合
に
は
一
部
母
音
調
和
式
が
見
ら
れ
る
が
、
多
分
先
縦
が
痕
跡
的
に
移
転
・
転
写
形

と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

以
上
梵
字
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
重
子
音
仮
名
転
写
法
に
お
い
て
は
、
平
安
初
期
～
中
期
ま
で
は
、
母
音
調
和
式
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
平
安
後
期
初
頭
頃
か
ら
母
音
消
去
式
が
発
生
し
、
特
に
、
摩
擦
系
子
音
の
場
合
に
は
　
「
⑦
」
仮
名
が
、
破
裂

音
、
流
音
系
子
音
の
場
合
に
は
　
「
⑳
」
仮
名
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
、
明
覚
の
辺
り
か
ら
こ
れ
が
一
般
的
に
な
っ
て
行
く
様
で
あ
る
。



扱
、
以
上
を
、
「
梵
語
」
の
読
み
方
と
い
う
観
点
か
ら
把
え
な
お
せ
ば
、
平
安
初
期
～
中
期
に
お
い
て
重
子
音
を
含
む
梵
語
で
あ
る
場
合

に
は
、
母
音
調
和
式
で
読
む
の
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
例
で
示
せ
ば
、

8
勾
（
d
h
：
邑
　
（
漢
訳
「
達
磨
」
）

は
　
「
ダ
ラ
マ
」
　
で
読
む
べ
き
で
あ
り
、

q
r
（
畠
j
r
a
）
　
（
漢
訳
「
縛
日
羅
」
）

は
「
バ
ザ
ラ
」
で
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
、
平
安
後
期
以
後
、
母
音
消
去
式
の
「
ダ
ル
マ
」
　
「
バ
ジ
ラ
」
へ
と
読
み
方
を
変
え
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
動
き
は
、
次
の
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
の
検
討
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ち
な
み
に
、
平
安
後
期
に
入
っ
て
「
ダ
ル
マ
」
　
「
バ
ジ
ラ
」
の
如
き
、
母
音
消
去
式
が
採
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
背
景
は
、
音
韻
学
の
発

達
と
把
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
の
「
ル
」
　
「
ジ
」
は
、
原
音
「
I
E
　
「
1
2
の
母
音
㊥
に
対
応
す
る
仮
名
と
し
て
響
度
の

小
さ
い
り
列
、
イ
列
仮
名
（
音
）
が
意
図
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
期
に
至
っ
て
そ
う
い
う
観
察
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

所
で
、
以
上
は
梵
字
資
料
で
も
、
主
と
し
て
単
独
の
梵
字
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
梵
文
陀
羅
尼
を
読
ん
だ
資
料
で
は
後

世
ま
で
平
安
朝
初
期
の
母
音
調
和
式
を
保
存
し
て
い
る
場
合
が
有
っ
た
。
い
ま
そ
の
具
体
的
な
例
を
一
つ
紹
介
し
て
お
く
。

⑨
仁
和
寺
蔵
尊
法
災
（
鎌
倉
初
期
写
加
点
）

本
資
料
は
、
識
語
が
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
加
点
の
系
統
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
仁
和
寺
蔵
と
い
う
こ
と
で
、
真
言
宗
の
も

の
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

真

言

意

荘

監

護

　

　

　

ホ

　

ラ

7
、
㌻
ネ
王
寺
主
宰
三
妄
ミ
要
吉
、

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

委
芸
者
禁
を
竺
岩
音
盈
宕
黎

（
中
略
）
　
　
召
才
へ
イ
木

サ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

ク

シ

ヤ

耳
1
耳
ズ
ヽ
叩
代
可
問
司
て

こ
こ
に
に
見
ら
れ
る
様
に
、
母
音
調
和
式
の
読
み
方
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
、
漢
訳
陀
崖
尼
の
仮
名
転
写

次
に
、
漢
訳
仏
典
中
の
陀
羅
尼
が
古
来
ど
の
様
に
音
読
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
大
乗
経
典
中
の
陀
羅
尼
は
、
平
安
初

期
に
は
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
対
象
は
密
教
経
典
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

①
金
剛
界
儀
軌
寛
平
元
年
点
（
石
山
寺
校
倉
聖
教
）
　
（
天
台
宗
）

ニ
ノ

○
薩
疇
・
達
莫
引
入
声
呼

d
h
a
r
ロ
a
廿
を
「
ダ
勇
マ
ク
」
と
し
た
も
の
。

ソ
ロ

〇
時
噸
日
曜
京
底
詰
粍
二
合
畔

く
P
j
r
O
を
「
バ
勇
ロ
」
と
し
た
も
の
。

ラ

○
嘱
目
囁
。
合
・
達
摩
引
・

d
h
a
r
m
a
を
「
ダ
頚
マ
」
と
し
た
も
の
。

一
フ

○
布
惹
引
・
掲
磨
梶
・
酌
朴
掛
二
会
商
．

k
a
r
m
a
n
e
を
「
力
男
マ
ネ
」



ト

「
サ
」
は
「
S
」
を
、
「
ト
」
は
「
t
」
を
表
記
し
た
こ
と
に
な
り
、
前
者
は
「
薩
」
の
字
音
に
ひ
か
れ
た
も
の
、
「
坦
」
は
母
音
消
去

式
と
見
て
良
い
。

③
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
平
安
初
期
点
（
仁
和
寺
蔵
）

タ
ム
ハ
リ

○
磨
郷
鞍
駄
寧
（
母
音
消
去
式
）

r
d
a
を
　
「
バ
明
」
勇
当
」
と
し
た
も
の
。

○
癖
喝
一
合
、
癖
囁
㌔
（
母
音
調
和
式
）

（
真
言
宗
）

g
r
a
を
「
ガ
（
ラ
）
」
と
し
た
も
の
。
或
い
は
「
迦
」
は
「
ギ
ヤ
」
の
拗
音
を
示
す
も
の
か
。

キ

○
乞
史
。
合
（
母
音
調
和
式
。
消
去
式
で
も
あ
る
。
）

k
棚
i
を
「
キ
（
シ
）
」
と
し
た
も
の
。

キ

○
乾
哩
。
合
（
母
音
調
和
式
）

馬
を
「
キ
（
リ
）
」
と
し
た
も
の
。

ク

○
乞
漉
哩
引
（
母
音
消
去
式
）

k
篭
を
「
ク
（
サ
）
」
と
し
た
も
の
。

ソ

○
混
疇
（
母
音
消
去
式
）

S
書
・
を
　
「
ソ
　
（
バ
）
　
」
と
し
た
も
の
。

キ

○
託
哩
。
合
引
（
母
音
調
和
式
。
消
去
式
で
も
あ
る
。
）

k
r
T
を
「
キ
（
リ
）
」
と
し
た
烏
の
。

本
資
料
で
は
古
い
母
音
調
和
式
に
若
干
の
新
し
い
母
音
消
去
式
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
資
料
に
は
、
陀
羅
尼
の

部
分
に
は
全
て
振
り
梵
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
等
の
読
み
方
が
梵
字
に
依
り
つ
つ
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
存

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ル
フ

○
尾
薩
普
l
高
時
耶
・

s
a
r
p
u
を
「
サ
現
フ
」
と
し
た
も
の
。

こ
れ
等
は
、
基
本
的
に
、
先
に
見
た
「
悉
曇
章
」
の
転
写
本
と
同
じ
方
法
に
よ
る
も
の
で
、
末
尾
の
母
音
と
同
じ
母
音
を
含
む
仮
名
が

選
択
さ
れ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
、
所
謂
母
音
調
和
式
の
例
で
あ
る
。

一
方
で
、
こ
の
資
料
に
は
、

○
桑
野
・
掛
掛
二
台
南
，

○
嘱
目
薙
。
合
・
薩
但
嘲
。
合
・

の
如
く
、
t
書
・
；
a
を
「
ト
ハ
」
と
し
た
も
の
が
若
干
例
見
出
さ
れ
る
。
陀
羅
尼
が
漢
訳
に
従
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
と
当
然
、
そ
の
漢
字

の
漢
字
音
に
沿
っ
た
形
が
出
現
し
て
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
、
右
の
例
で
言
う
と
「
恒
」
は
切
韻
端
母
局
韻
＼
t
a
t
＼
で
あ
っ
て
、
む
し

ろ
そ
れ
に
従
え
ば
、
「
タ
バ
」
と
な
っ
て
母
音
調
和
式
と
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
‖
バ
」
と
な
る
の
は
、
母
音

消
去
式
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、
既
に
こ
の
系
統
の
資
料
に
は
発
生
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
平
安
初
期
未
点
（
兼
寿
蔵
）
　
（
乙
点
図
・
真
言
宗
）

－
フ

〇
時
薩
囁
播
波
・

s
a
r
昌
を
「
サ
勇
バ
」
と
し
た
も
の
。

ラ

○
境
目
羅
達
磨
・

d
a
r
ロ
a
を
　
「
ダ
勇
マ
」
と
し
た
も
の
。

以
上
は
母
音
調
和
式
で
あ
る
。

ヤ
ト

○
薩
但
鎖
没
囁
赦
・

s
t
b
a
眉
を
「
朝
日
ハ
ム
」
と
し
た
も
の



す
る
で
あ
ろ
う
。

④
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
（
九
八
七
）
・
長
保
六
年
二
〇
〇
四
）
・
長
元
七
年
二
〇
二
九
）
点
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
　
（
西
墓
点

・
天
台
宗
寺
門
派
）

ハ
　
サ
・
シ
　
ラ

○
縛
日
羅
二
合

本
資
料
の
加
点
は
何
種
叛
も
の
筆
が
入
っ
て
お
り
、
分
別
が
容
易
で
な
い
が
、
縛
日
羅
畳
r
a
を
「
バ
ザ
ラ
」
と
古
い
母
音
調
和
式
に
呼

ん
だ
も
の
と
、
「
バ
ジ
ラ
」
と
新
し
い
母
音
消
去
式
に
読
ん
だ
も
の
と
の
両
用
の
加
点
が
あ
る
。
「
ザ
」
は
永
延
点
と
長
保
点
の
文
慶
加

点
、
「
ジ
」
は
長
元
点
と
思
わ
れ
る
。

サ
ル
　
ハ
　
タ
ル
　
マ

○
薩
縛
達
莫

s
a
r
書
、
d
h
a
r
胃
は
、
本
資
料
で
は
、
全
て
の
加
点
で
新
し
い
母
音
消
去
式
で
一
貫
し
て
い
る
。

⑤
金
剛
界
儀
軌
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
点
（
石
山
寺
蔵
）
　
（
東
大
寺
点
・
真
言
宗
小
野
流
）

一

フ

ク

○
薩
疇
達
莫
　
（
以
下
、
用
例
の
濁
点
は
全
て
漢
字
濁
声
点
）

ラ
マ
ク

○
薩
疇
達
摩
引
入

ソ

○
疇
嘱
目
嘩
畜
引

ニ
ノ

〇
時
薩
嚇
坦
他
引

タ
ラ

○
達
磨
鉢
喝
一
合

○
碗
麿
梶

○
針
酔
二
合
多
　
等

（
以
上
母
音
調
和
式
）

ソ

　

　

マ

ム

○
地
宏
碑
石
裟
昭
有
給

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

パ
　
ヂ
エ
ム
　
　
タ
ム

〇
三
波
備
演
。
合
耽
　
等

（
以
上
母
音
消
去
式
）

⑥
不
動
儀
軌
万
寿
二
年
へ
一
〇
二
五
）
点
（
東
寺
蔵
）
　
（
仁
都
波
迦
点
・
天
台
宗
山
門
派
）

ハ

シ

ラ

　

タ

マ

○
縛
日
羅
l
l
合
但
磨
二
台
（
下
の
例
）

○
配
伽
羅
二
台

チ

　

モ

　

キ

　

チ

○
地
目
託
底
二
台

○
隊
野
合

○
鉢
羅
。
合
引

ギ

ヤ

タ

リ

シ

○
但
他
棄
膠
羅
止
。
合

○
匙
野
合
群

ハ

タ

　

ア

ク

○
披
啄
二
台
悪
　
（
以
下
略
）

（
以
上
母
音
調
和
式
）

二
二

駄
ル
　
マ
駄
　
　
ト

○
達
摩
駄
引
妬
引

○
掛
臣
野
合
畢

○
漑
麿
配
伽
羅
＝
合

○
幣
酎
掛
世
軒

○
掛
掛
掛
二
合
掛

ピ
ユ

○
批
庚
二
合

歓
ル
　
マ
　
駄

○
達
磨
駄
但

ハ

シ

ラ

　

タ

マ

縛
日
羅
。
合
但
麿
。
合



○
恥
訃
掛
二
合
　
（
以
下
省
略
）

（
以
上
母
音
消
去
式
）

こ
の
資
料
の
辺
り
か
ら
、
母
音
消
去
式
の
例
が
増
加
し
て
来
る
。

⑦
不
動
念
涌
次
第
長
暦
元
年
二
〇
三
七
）
点
（
石
山
寺
蔵
）
　
（
宝
瞳
院
点
・
天
台
宗
山
門
派
）

○
…
菩
地
衝
撃
令

○
捨
酎
野
合
引
…

チ

　

イ

○
地
－
蝿
二
合
…

ハ

ラ

　

ナ

　

マ

○
鉢
羅
二
合
筆
上
摩
…

（
以
下
省
略
）

（
以
上
母
音
調
和
式
）

○
…
酎
掛
他
…

ナ
　
マ
ク
サ
ル

○
轟
麿
薩
婆
…

サ
ル
　
ハ
　
タ
　
ロ

○
薩
婆
但
落
こ
合
…

○
朴
野
合
羅

○
酎
掛
暗
　
（
以
下
省
略
）

（
以
上
母
音
消
去
式
）

⑧
金
剛
界
儀
軌
長
久
三
年
二
〇
四
二
）
点
（
東
寺
蔵
）
　
（
宝
憧
院
点
・
天
台
宗
山
門
派
）

本
資
料
は
陀
羅
尼
部
が
梵
字
と
漢
訳
字
の
併
記
の
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
朱
声
点
と
振
り
仮
名
は
全
て
漢
訳
字
の
方
に
加
点
さ
れ
て
い

る
。
多
分
、
こ
の
時
期
に
は
、
事
相
の
方
面
に
お
い
て
は
、
陀
羅
尼
の
読
み
は
全
て
漢
訳
字
に
た
よ
っ
て
読
ま
れ
る
よ
う
な
時
代
背
景
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

と
す
れ
ば
、
陀
薙
尼
（
及
び
一
般
の
梵
語
）
の
読
み
方
が
一
層
漢
字
音
式
に
流
れ
て
行
っ
た
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
い
う
点
に

注
目
し
つ
つ
用
例
を
見
て
お
こ
う
。

る

○
　
薩
疇
達
莫
（
母
音
消
去
式
）

○
掛
轡
合
酎
（
母
音
消
去
式
）

（
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
に
よ
る
も
の
。
）

○
　
臥
疇
掛
摩
引
入

「夕」

○
　
但
摩
二
人
㌦
哺

チ
　
シ
　
タ
　
　
タ
ム

○
　
底
詰
姥
。
合
耽

シ

○
　
宏
致
二
台
磨
咤

モ
　
シ
　
チ
　
　
ハ
ム

○
　
母
家
置
二
合
鍵

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

ソ
ホ

薩
怖
二
台
咤
耶

ソ
ホ

薩
普
二
合
咤
耶

（
母
音
消
去
式
）

（
母
音
調
和
式
併
漢
字
音
式
）

（
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

（
母
音
調
和
式
併
漠
字
音
式
）

（
母
音
調
和
式
併
漢
字
書
式
）

（
母
音
調
和
式
）

（
母
音
調
和
式
）

鉢
羅
二
台
謀
紆
掛
（
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

セ
ム
タ

咤
戦
捺
嘘
引
＝
合
（
漢
字
書
式
）

シ
リ

摩
討
嘱
目
哩
。
合
（
母
音
調
和
式
併
漢
字
書
式
）

シ

底
琵
姥
。
合
（
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

チ浬
哩
二
台
茶
（
母
音
調
和
式
）

シ

底
琴
堰
－
合
（
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

酔
噺
二
合
軒
町
有
（
上
母
音
消
去
式
、
下
母
音
調
和
式
）

サ
テ
イ
エ
イ

囁
薩
帝
曳
。
合
（
漢
字
書
式
）



〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

ハ
ム
ダ

鉢
郷
麿
。
合
（
母
音
調
和
式
併
漢
字
書
式
）

ケ
ル掲

麿
引
（
母
音
消
去
式
）

酢
聖
合
掛
聖
合
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
）

（
下
母
音
消
去
式
）

酔
尾
舶
嚢
二
合
（
漢
字
書
式
）

ソ
ト薩

観
二
合
婆
（
母
音
調
和
式
）

ダ
キ
ヤ

郷
茄
。
合
引
咤
也
（
母
音
調
和
式
）

ナ

鍬
喝
逐
肇
（
母
音
調
和
式
）

ソ裟
昭
一
合
演
（
母
音
消
去
式
）

配
疇
坦
他
引
（
母
音
消
去
式
）

嘱
目
羅
二
合
併
聖
二
母
音
消
去
式
）

ケ
ル
シ
ヤ

褐
裟
養
護
（
母
音
消
去
式
）

観
針
野
合
（
母
音
消
去
式
）
　
（
タ
イ
は
漢
字
音
式
）

敵
性
耶
（
母
音
消
去
式
）
　
（
二
は
漢
字
書
式
）

ア

ラ

じ

ミ

囁
漏
弥
。
合
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
）

シ
ミ

境
目
喝
一
合
悉
粥
多
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
）

タ
ポ那

歩
二
合
多
（
漠
字
音
式
）

ヒ必
哩
。
合
引
底
丁
以
反
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
併
漠
字
音
式
）

掛
轡
合
囁
（
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

チ

　

シ

底
乞
文
筆
。
合
（
母
音
消
去
式
）

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

二
五



〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ケ
ル
マ

掲
磨
嘱
目
囁
。
合
（
母
音
消
去
式
）

薩
嚇
掛
酢
（
母
音
消
去
式
）

シ

尾
漏
疇
姦
（
母
音
消
去
式
併
漢
字
普
式
）

バ

リ

マ

マ

紘
摩
摩
討
（
誤
読
カ
）

ト

リ

ユ

訊
哩
庚
駄
那
（
漢
字
書
式
）

ト
ス郡

家
咤
囁
毒
（
母
音
消
去
式
）

マ

リ

チ

末
喋
備
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

畝
針
蝉
合
（
母
音
消
去
式
）

る
マ

達
摩
　
（
母
音
消
去
式
）

き謂
嘲
盲
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
）

き

シ

ナ

底
引
乞
宏
撃
言
（
母
音
消
去
式
）

ケ
ル掲

磨
　
（
母
音
消
去
式
）

キ
イ
サ
ア

棋
惹
二
合
引
（
母
音
消
去
式
）

シ室
哩
。
合
引
畔
（
母
音
調
和
式
併
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
）

阿
桑
耶
掛
噺
二
台
（
母
音
消
去
式
）

ヂ
ユ

係
庚
。
合
引
多
（
漢
字
書
式
）

戦
偉
逸
反
婆
也
但
鐙
＝
合
（
母
音
消
去
式
）

カ
ラ

鉢
囁
石
河
選
。
合
（
母
音
調
和
式
併
漢
字
書
式
）

母
音
調
和
式
が
減
少
し
、
母
音
消
去
式
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
母
音
消
去
式
は
、
漢
訳
字
の
漢
字
音
を
読
ん
だ
場
合
（
漢
字
書
式
）



と
一
致
す
る
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
面
か
ら
言
え
ば
当
然
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
資
料
の
加
点
は
全

て
梵
字
の
方
で
は
な
く
漢
訳
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
漢
訳
が
、
既
に
そ
の
よ
う
な
、
母
音
調
和
式
で
は
な
く
、
母
音

消
去
式
に
該
当
す
る
漢
字
が
選
択
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
・
漢
訳
が
全
て
母
音
消
去
式
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
嘱
目
哩
」

（
畳
r
i
）
　
「
嘱
目
羅
（
蔓
r
a
）
」
の
如
き
例
を
挙
げ
れ
ば
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
母
音
消
去
式
に
該
当
す
る
漢
字
の
選
ば
れ
た
数
が
多

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
母
音
調
和
式
か
ら
母
音
消
去
式
＝
漠
字
音
式

へ
と
、
陀
羅
尼
の
音
が
変
化
し
て
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

但
し
若
干
問
題
に
な
る
部
分
が
あ
る
。
本
資
料
で
は
濁
点
を
「
二
で
示
し
、
比
較
的
忠
実
に
清
濁
を
書
き
分
け
て
い
る
。
今
、
「
縛

日
羅
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
て
の
例
に
振
り
仮
名
が
無
い
の
で
、
そ
の
読
み
を
知
る
事
が
出
来
な
い
が
、
そ
の
声
点
は
「
満
月
層
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
資
料
は
「
日
」
を
全
て
清
音
で
読
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
バ
サ
ラ
」
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
「
バ
サ
ラ
」
形
は
、
例
え
ば
、
東
寺
観
智
院
蔵
「
降
三
世
儀
軌
」
永
久
二
年
点
・
西
墓
点
に
「
監
警
」
と
あ
る
な
ど
、

バ

ン

ザ

ラ

他
資
料
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
形
は
変
化
し
て
「
層
旧
軍
と
な
る
。
こ
の
用
例
も
亦
種
々
の
資
料
に
見
ら
れ
る
。
（
例

え
ば
、
随
心
院
蔵
「
法
華
念
詞
次
第
」
康
和
二
年
点
、
高
山
寺
蔵
「
十
八
道
念
諦
次
第
」
院
政
期
点
等
）
。
「
バ
ン
ザ
ラ
」
は
、
現
行
の

真
言
宗
声
明
集
で
あ
る
「
南
山
進
琉
声
明
類
衆
」
な
ど
に
そ
の
形
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

⑨
金
剛
界
儀
軌
万
寿
三
年
二
〇
四
五
）
点
（
石
山
寺
蔵
）
　
（
西
墓
点
・
天
台
宗
寺
門
派
）

ソ
ホ

○
薩
怖
。
合
咤
耶

タ
ナ
　
（
畳
）
　
　
ヒ
ユ
（
塾
）

○
囁
但
寧
。
合
　
辟

ソ

○
多
麿
薩
観
。
合
　
等

（
以
上
母
音
調
和
式
）

る

○
薩
疇
達
美
人

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

る

○
達
摩
嘲
…
　
等
「
達
摩
」
は
全
て
「
ダ
ル
マ
」

（
以
上
母
音
消
去
式
）

ネ
イ
　
　
ヒ
ヨ

○
囁
坦
寧
。
合
瞭

漢
字
を
そ
の
ま
ま
読
ん
だ
例
と
見
ら
れ
る
。

二
八

⑩
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年

ソ
ホ

〇
時
棋
・
薩
怖
。
合

ソ
ホ

○
尾
薩
普
。
合
咤
耶

モ
ソ

○
星
牟
薩
親
諦
…

（
以
上
母
音
調
和
式
）

サ
ル
　
　
　
る

○
薩
疇
達
摩

る

○
薩
疇
達
摩
　
等
「
薩
疇
」

（
一
〇
五
〓
点
（
高
山
寺
蔵
）
　
（
西
基
点
・
天
台
宗
寺
門
派
）

「
達
摩
」
は
全
て
「
サ
ル
バ
」
　
「
ダ
ル
マ
」
　
の
母
音
消
去
式
。

シ

○
嘱
目
喝
一
合
　
等
「
嘱
目
囁
」
は
全
て
「
バ
ジ
ラ
」
の
母
音
消
去
式
。

⑰
大
日
経
広
大
成
就
儀
軌
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
点
（
石
山
寺
蔵
）
　
（
宝
瞳
院
点
・
天
台
宗
山
門
派
）

ソ
ホ

○
薩
怖
。
合
咤

○
鉢
囁
二
合

チ

○
但
哩
二
合

モ

タ

ハ

○
母
但
披
二
合
引

チ

○
捏
哩
二
合
　
等

○
噺
引
炬
賢
合

（
以
上
母
音
調
和
式
）



シ

○
嘱
目
囁
　
（
全
て
　
「
バ
ジ
ラ
」
）

〇
時
薩
嘲
　
（
全
て
　
「
サ
ル
バ
」
）

○
達
磨
　
（
全
て
　
「
ダ
ル
マ
」
）

○
齢
針
野
合

「
シ
」
　
ト

○
阿
味
設
観

○
浬
哩
二
合
瀞
「
喝
二
合
等

チ

（
以
上
母
音
消
去
式
＝
漠
字
音
式
）

以
上
、
平
安
後
期
後
半
期
以
後
の
も
の
は
大
部
分
天
台
宗
系
の
場
合
で
あ
っ
た
が
、
以
下
に
少
し
真
言
宗
系
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

⑬
真
言
集
承
安
元
年
八
二
七
こ
写
（
仁
和
寺
蔵
）
　
（
高
野
山
真
言
宗
勝
賢
読
、
次
項
3
③
参
照
）

サ

ラ

ハ

　

　

キ

ヤ

○
奄
薩
疇
恒
地
引
雑
多
・
疲
引
継
郎
恥
畢
射
牢
咤

ロ
○
奄
掛
掛
二
合
凱
疇
射
聖
人
・
露
畢
人
数
掛
凱
噺
鮮
配

R
U

サ

ラ

ハ

　

　

タ

ラ

マ

以
下
、
用
例
は
省
略
す
る
が
、
母
音
調
和
式
を
保
存
す
る
度
合
い
が
高
い
。
「
薩
疇
」
　
「
達
磨
」
は
全
て
こ
の
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

⑬
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
次
第
建
暦
二
年
（
二
二
二
）
写
加
点
（
円
堂
点
・
仁
和
寺
真
言
宗
）

○
朝
鮮
掛
野
紗
那
窄
掛
肘
掛
恥
野
郎
牢
弾、

○
奄
掛
掛
凱
疇
舵
野
郎
掛
欝
・
掛
掛
凱
掛
衰
掛
配

口本
資
料
の
読
み
方
は
⑬
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
同
一
の
伝
承
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
真
言
宗
の
陀
羅
尼
の

読
調
法
は
古
い
も
の
を
固
定
さ
せ
た
形
で
後
々
ま
で
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

扱
、
以
上
の
様
に
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
の
場
合
に
お
い
て
も
、
平
安
初
期
～
後
期
初
頭
（
大
旨
一
〇
二
〇
年
頃
）
　
の
密
教
経
典
に
お
い

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

ダ

ラ

マ

　

　

バ

ザ

ラ

て
は
、
古
い
母
音
調
和
式
の
表
記
法
が
取
ら
れ
て
お
り
、
「
達
磨
」
　
「
縛
日
羅
」
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
平
安
朝
後

期
以
後
、
こ
れ
等
は
母
音
消
去
式
と
本
稿
で
呼
称
し
た
方
式
へ
と
変
化
し
、
「
ダ
ル
マ
」
　
「
バ
ジ
ラ
（
但
し
「
バ
サ
ラ
」
　
「
バ
ン
ザ
ラ
」
　
の

形
も
伝
承
並
存
、
但
し
こ
れ
は
真
言
宗
系
の
も
の
に
多
い
）
」
　
の
形
が
一
般
的
に
な
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
母
音
消
去
式
は
、
そ
の

漢
訳
字
に
注
目
し
て
み
る
と
、
そ
の
漢
字
音
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
漢
訳
字
の
字
音
読
の
一
般
化
と
い
う
こ
と
が
、

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

所
で
、
右
に
列
挙
し
た
密
教
経
典
の
陀
羅
尼
の
音
読
の
一
例
一
例
に
注
目
し
て
み
る
と
、
資
料
ご
と
に
異
な
り
の
存
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
異
な
り
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
日
本
漢
字
音
の
二
重
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
字
を
呉
音
で
読
む
か
、
漢
音
で
読
む
か

に
よ
っ
て
生
じ
た
異
な
り
で
あ
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
こ
れ
等
の
資
料
の
範
囲
で
は
明
確
な
傾
向
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
出
来
に
く
い
。
各
個
人
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
宗
派
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
規
則
の
様
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
尚
今
後
の
つ
め
を
行
っ
て
み
る
必
要
が
有
る
。

3
、
法
華
経
陀
蓮
尼
の
仮
名
転
写

扱
、
こ
こ
で
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
一
つ
の
見
通
し
を
得
る
た
め
に
、
法
華
経
陀
羅
尼
に
つ
い
て
、
三
つ
の
資
料
を
相
互
に
比

較
し
な
が
ら
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
資
料
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
高
山
寺
蔵
「
法
華
経
陀
羅
尼
」
大
治
元
年
（
二
二
六
）
　
点

こ
の
資
料
は
、
梵
字
の
本
文
と
漢
訳
と
を
併
記
し
、
そ
の
両
方
に
振
り
仮
名
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
院
政
期
の
梵

字
読
み
と
漢
字
読
み
と
が
ど
れ
程
帝
離
し
て
い
た
か
の
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



奥
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
大
治
元
－
十
月
廿
九
日
酉
刻
書
写
了
芸
院
琶
／
北
面
戸
塵
に
て
（
花
押
〉
」

②
醍
醐
寺
蔵
「
諸
経
中
陀
羅
尼
」
　
（
。
）

こ
の
資
料
は
天
台
宗
の
慈
覚
大
師
円
仁
二
二
井
大
阿
閣
梨
慶
詐
・
谷
阿
閣
梨
皇
慶
・
明
覚
と
い
う
著
名
な
学
僧
の
読
み
方
を
伝
え
た
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
時
代
的
な
変
化
と
、
個
人
間
の
読
み
方
の
相
違
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

③
仁
和
寺
蔵
「
真
言
集
」
承
安
元
年
（
二
七
〓
写
本

奥
書
は
「
承
安
元
年
六
月
十
六
日
於
高
野
／
御
山
侍
受
勝
賢
了
」
　
（
別
筆
）
　
「
右
真
言
集
一
巻
寛
信
作
永
正
十
五
年
秋
七
月
十
七
日
於

真
光
院
南
窓
虫
払
　
了
／
沙
門
覚
道
／
御
奥
書
喜
多
院
御
室
御
筆
也
」
と
有
る
。

右
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
如
く
こ
の
資
料
は
御
室
寛
信
作
と
す
る
漢
訳
陀
羅
尼
集
で
、
高
野
山
で
勝
賢
よ
り
守
覚
法
親
王
が
伝
受
し
た

も
の
と
い
う
。
真
言
宗
の
法
華
経
陀
羅
尼
の
読
み
方
を
知
る
確
実
な
資
料
で
あ
る
。

以
下
に
、
こ
の
三
点
の
読
み
方
を
一
覧
表
と
し
て
示
し
、
相
互
に
対
照
し
て
そ
の
間
の
読
み
方
が
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

①
は
高
山
寺
の
㊥
梵
字
と
⑥
漠
訳
文
、
②
㊦
は
醍
醐
寺
本
の
円
仁
の
読
み
と
す
る
も
の
、
⑦
は
慶
離
、
⑳
は
皇
慶
、
㊤
は
明
覚
、
③
は
仁

和
寺
本
、
で
あ
る
。
（
改
行
は
高
山
寺
本
に
よ
る
）
　
（
高
山
寺
本
に
は
梵
字
の
異
本
校
合
が
多
数
有
る
が
省
略
し
た
）
。
（
声
点
は
省
略
し
、

濁
点
は
濁
音
仮
名
で
表
示
し
た
。
）

薬
王
菩
薩
陀
羅
尼

a
n
y
e
 
m
a
n
霊
　
日
a
n
霊
　
日
a
ロ
a
n
y
e
 
C
〓
e
 
c
a
〓
t
e
 
s
a
ロ
e

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

S
a
m
－



①
㊤

①
⑥

②
㊦

②
⑦

②
⑳

②
㊤

③

鎌く
け
ず

ア
ン
一

‥
・
1
‥

ア
二

安
ホ

ア
ン
ジ

安
加

ア
ン
一

安
如

ア
ン
二

安
加

ア
ン
二

安
ホ

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ
　
　
ネ
イ
　
　
　
マ
　
　
テ
イ
　
　
　
マ
　
　
マ
ン
　
テ
ィ
　
　
　
シ
　
　
レ
イ

勾
ず
＋
耳
冴
・
可
現
彿
）
　
魯
料

マ
ン
　
l
一

一
隻
聖
一
軒
裾
三
摩
々
裾
ご
蒜
五

一

隻

ホ

二

摩

裾

三

摩

摩

裾

国

旨

隷

五

パ
ン
　
　
　
　
　
パ
　
デ
イ
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
レ
イ

一

隻

水

。

摩

祢

三

摩

摩

祢

国

旨

隷

五

マ
ン
　
こ

一
辱
∵
亦
二
摩
畢
こ
摩
摩
桝
四
旨
隷
五

マ

　

二

一
専
∵
亦
二
酔
桝
三
酔
摩
裾
絹
針
射
五

一
隻
竺
一
軒
聖
二
軒
酔
新
関
計
酎
五

マ
ン
　
　
二

シ
ャ
　
リ

司
鰹

テ
ィて

和
瑚
　
鞠
紆

シ
ャ
　
リ
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
メ
イ
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
ヒ

遮
梨
第
六
除
嘩
羊
喝
君
∴
膵
履

遮
梨
第
六
豚
嘲
羊
嘲
至
弊
履

シ
ャ
　
リ
　
テ
ィ
　
　
　
シ
ャ
　
ピ
ミ
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
ビ

遮
梨
弄
六
胎
嘩
羊
㌔
七
弊
履

シ
ャ
　
リ
　
テ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
ピ

遮
梨
第
六
除
疇
羊
喝
嘗
弊
履

シ
ャ
　
リ
　
テ
ィ
　
　
　
シ
ャ
　
メ
イ
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
ヒ

遮
利
第
六
胎
嘩
羊
㌔
七
弊
履

シ
ャ
　
リ
　
テ
ィ
　
　
　
シ
ャ
　
メ
イ
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
ミ

遮
利
第
六
除
嘩
羊
㌔
七
除
履

岡
雉

岡
焼

周
鰻

同
姓

同
姓

芥
、

反
多

反
多

反
多

反
多

軒酔環ヰ嘩ヰ埠

タ

　

　

ヰ

反
多
埠ピ

岡
雑
反
多
環
八
籍
攣
反
帝

七

・

一

　

　

　

テ

ィ

竹
、
　
l
乳

セ
ン
　
　
　
　
　
　
テ
ィ

籍
二
等
反
帝

檀

攣

反

帝

セ
ン檀

竿
反
帝

セ
ン檀

学
反
帝

セ
ン
　
　
　
　
　
　
テ
ィ

糟
二
軍
反
帝

セ
ン
　
　
　
　
　
チ
イ

ヰ
ノ九

①
㊥

①
⑥

②
㊦

②
⑦

②
⑳

②
㊤

③

m
u
k
t
e

輩
窄

モ
ク
　
テ
ィ

目
帝

モ
キ
　
テ
ィ

目
帝

モ
ク

R
ロ

モ
キ

目モ
ク

日ポ
ウ目

帝テ
ィ帝

テ
ィ帝テ

ィ帝

m
u
k
t
a
臼
e

不
キ
　
　
　
　
メ
イ

耳
元
∴
彗

モ
ク
　
　
　
　
　
ピ

十

日

多

履

十

十

日

多

履

十

ビ

十

日

多

履

十

モ
キ
　
　
　
　
　
ヒ

十

日

多

層

十

モ
ク
　
タ
　
　
ヒ

十

日

多

履

十

．
不
ウ
　
タ
　
メ
イ

十

日

多

履

十

S
a
ヨ
e
 
a
く
H
S
a
日
e

S
a
m
m
e
 
S
a
　
日
e

刈
叩ピ

沙
履

沙
履ピ

沙
履

シ
ャ
　
ピ

沙
履

サ

　

　

ヒ

沙
履

シ
ャ
　
メ
イ

沙
履

野
鮮
q
可

ヰ

十
二
阿
埠
沙

ピ履

十
二
阿
埠
沙
履

十
二
阿
埠
沙
履

シ
ヤ

十
二
阿
嘩
沙
履

十
二
陣
醇
か
敵

十
＝
阿
酔
桝
酎

J
I

L
l十

サ
ロ賓サ

ロ桑桑サ
ウ桑サ

ウ桑サ
ウ桑シ

ャ桑

メ
イ
　
　
　
　
サ

鞠

　

利

ピ

　

　

　

　

サ

履

孟

沙

履
十
四
沙

履
十
囲
沙シ

ャ

履
十
四
沙

履
十
四
か

ヒ
メ
イ
　
　
　
　
シ
ャ

履
十
四
沙

メ
イ顎ピ履履

k
竃
y
e

キ
サ
　
エ
イ

埼
笥

a
k
霊
y
e
 
a
k
s
叫
n
i

ア
　
　
キ
サ
　
エ
イ
　
　
　
　
ア
　
　
キ
シ
　
こ

焚
骨
領
「
＋
利
芸
で
巧

サ

十
五
叉

エ
イ

裔
十
六

履ピ履ヒ履メ
イ履

十十十十十

キ
サ
　
エ
イ

匁
裔
十
六

エ
イ

匁
裔
十
六

シ
ヤ

匁
キ
サ
裔
十
六

サ
　
エ
イ

匁
裔
十
六

キ
シ
ャ
エ
イ

叉
裔
十
六

阿阿阿阿阿阿

サ

エ

イ

叉

裔

十

七

阿

着

艦

キ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
シ

匁
裔
十
七
阿
智
威

キ

匁
裔
十
七
阿
孝
二
膳

匁

裔

十

七

阿

考

慮

サ
　
エ
イ
　
　
　
　
　
ア
　
　
キ
　
　
こ

匁

裔

十

七

阿

者

艦

キ
シ
ャ
エ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
　
　
二

叉
裔
十
七
阿
者
蹴



①
④

①
⑥

②
㊦

②
①

②
⑳

②
㊤

③

訂nte

セ
ン
　
テ
ィ

“
．
顎
、

十
八
鮮
耶
十
九

十
八
□
帝
十
九

十
八
檀
帝
十
九

セ
ン
　
テ
ィ

十
八
捏
帝
十
九

十
八
配
耶
十
九

S
a
m
e

翫
瑚

賠胎胎
ヒ履ヒ

イ履履

胎
履

粧
敵

シ

　

メ

イ

十
八
畢
斬
十
九
姶
履

thara告

乳
て
糾

タ

　

ラ

　

二

二

十

陀

羅

尼

。

J

。
十
陀
羅
尼
。
十
一

二
十
陀
羅
尼
二
十
一

。
十
陀
羅
尼
。
十
一

タ

　

ラ

　

二

。
十
陀
羅
尼
l
j

タ

　

ラ

ン

　

二

二
十
陀
羅
尼
二
十
一

a
－
O
k
a
b
h
P

I
s
e

耳
管
乱
打
祁
サ
イ

阿
掛
僻
婆
野
禁
反

ロ
キ
ヤ

阿
底
伽
婆
裟
慧
反

阿
虚
伽
婆
那
賀
反

阿
慮
伽
婆
酎
慧
反

陣
か
僻
掛
酎
禁
反

阿
齢
僻
掛
鮮
禁
反

p
r
a
d
苫
ま
k
篭
d
i

「
斗
）
重
み
と

n
e
ま
d
y
e

ハ
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テ
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十

帝
。
十

聖
一
十

テ
ィ帝
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十

テ
ィ帝

二
十

テ
ィ帝

二
十

高
山
寺
本
の
梵
字
の
読
み
方
は
、
ど
の
様
な
学
習
伝
承
法
が
有
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
総
体
と
し
て
、
梵
音
た
極
め
て
忠
実
で
あ

る
。当

p
r
a
パ
到
、
q
勾
d
h
a
I
ロ
a
ダ
到
可
、
苦
n
呵
到
り
、
色
n
「
刊
川
、
懲
p
r
u
ホ
l
可
育
三
n
t
a
バ
ラ
（
ナ
タ
）
、

刈
亀
サ
功
つ
詞
当
、
才
k
I
a
朝
刊
到
、
n
i
独
d
h
a
I
m
ロ
a
夕
可
窃
当

右
の
例
は
、
明
ら
か
に
古
い
平
安
初
期
に
行
わ
れ
て
い
た
母
音
調
和
式
の
梵
字
に
従
う
読
み
方
で
あ
る
。

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
方
で
、
新
し
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。

そ
k
篭
キ
サ
、
跨
k
嘲
i
キ
シ
、
亀
意
主
テ
ィ
、
埼
k
竃
キ
シ
ャ
、
苗
j
書
ジ
バ
、
旦
卑
喜
n
t
e
パ
川
テ
ィ
、

久
重
。
i
亘
a
ヂ
リ
（
ギ
ヤ
）

右
の
例
は
、
母
音
消
去
式
に
相
当
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
梵
字
の
読
み
方
は
、
母
音
調
和
式
を
保
存
し
っ
つ
、
新
し
い
消
去
式
を
も
混
在

さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
、
漢
訳
字
の
読
み
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
が
明
ら
か
に
漢
字
音
式
の
も
の
で
あ
る
。

k
昔
日
叉
‖
サ
、
u
k
k
u
‖
湛
究
‖
オ
ウ
キ
ウ
、
こ
r
t
e
‖
裏
目
チ
ッ
、
d
h
a
r
ロ
a
‖
達
磨
日
夕
ツ
（
但
し
左
側
仮
名
）
、

u
r
u
‖
郵
横
目
イ
ウ
ロ
ウ
、
等
、
以
下
略
。

右
の
例
は
、
原
梵
語
音
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
漢
訳
字
の
字
音
に
よ
る
読
み
方
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
等
は
、
呉
音
・
漢
音
と
い
う
日

ニ

　

　

　

　

、

モ

ク

　

モ

ウ

本
漢
字
音
か
ら
み
る
と
、
古
い
呉
音
系
字
音
に
従
っ
た
場
合
が
多
い
と
言
え
る
。
水
‥
裾
・
噂
・
履
・
目
・
牟
等
は
呉
音
形
に
相
当
す
る
。

オ

ウ

　

キ

ウ

　

ヂ

ツ

　

イ

ウ

但
し
、
滝
・
究
・
浬
・
郵
の
如
き
漢
音
形
も
若
干
な
が
ら
混
入
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
は
、
原
梵
語
音
と
は
か
な

り
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
高
山
寺
の
情
況
を
、
前
記
1
、
2
項
の
検
討
結
果
の
延
長
線
上
に
置
い
て
み
る
と
、
梵
宇
陀
羅
尼
の
読
み
方
は
、
か
な
り
忠
実
に
こ

の
大
治
元
年
時
代
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
は
漢
字
書
式
と
な
り
原
音
と
は
相
当
の
離
れ
を
見
せ
る
に
至
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
読
み
方
が
ど
の
様
な
系
統
を
引
い
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
醍
醐
寺
本
の
四
家
の
読
み
方
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
「
円
仁
＜
七
九
四
～
八
六
四
＞
」
の
読
み
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
他
の
三
家
と
比
較
す
る
と
、
原
梵
語
音
の
形
を
保
存

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
項
目
k
霊
＝
叉
‖
キ
サ
（
他
は
叉
‖
サ
・
シ
ャ
）
、
勺
p
r
a
‖
簸
＝
バ
ラ
（
他
は
「
ハ
」
）
、
春
日
b
h
y
P

唱
‖
便
“
ビ
エ
ン
（
他
は
「
ベ
ン
」
）
、
訂
j
書
目
座
‖
ジ
バ
（
他
は
「
ザ
」
）
、
彗
＝
S
t
a
＝
多
目
サ
タ
（
他
は
「
夕
」
）
の
様
で



求

反

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

主

あ
る
。
ま
た
、
濁
点
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
浬
星
（
n
l
I
g
u
）
」
の
如
く
、
濁
音
字
母
で
注
音
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
首
迦
（
s
u
k
a
）
」

の
如
く
翌
日
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
等
が
古
い
平
安
朝
初
期
の
＝
つ
ま
り
円
仁
時
代
の
＝
加
点
様
式
を
反
映
し
て
い
る
証
拠

で
あ
ろ
う
。
本
点
の
「
達
磨
」
は
「
ダ
瑚
マ
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
、
平
安
初
期
で
は
あ
っ
て
も
、
円
仁
は
既
に
二
重
母
音
を
新

し
い
母
音
消
去
式
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

三
井
寺
の
慶
詐
＜
九
五
五
～
一
〇
「
九
＞
は
、
同
じ
天
台
宗
で
あ
っ
て
も
、
特
異
な
読
み
方
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
徹

底
し
て
漢
音
に
よ
っ
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
、
右
に
掲
げ
た
用
例
で
明
ら
か
な
の
で
、
略
す
こ
と
に
す
る
が
、
漢
訳
陀

羅
尼
に
お
い
て
は
、
こ
の
様
に
漠
音
読
み
に
徹
す
る
「
流
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
達
磨
」
は
「
タ

ツ
バ
」
と
い
う
形
と
し
て
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
今
の
所
、
類
例
が
見
出
し
得
て
い
な
い
か
ら
、
一
般
的
に
広
く
流
布
し

た
読
み
方
で
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

次
の
皇
慶
＜
九
七
七
～
二
〇
四
九
＞
、
明
覚
＜
一
〇
五
六
～
＝
二
二
以
後
＞
二
家
の
読
み
方
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
共
に
平
安
後
期

～
院
政
期
密
教
経
典
に
お
け
る
母
音
消
去
式
併
漢
字
書
式
に
同
じ
も
の
と
見
て
良
い
。
天
台
宗
の
安
定
期
に
入
っ
た
陀
羅
尼
の
読
み
方
で
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
二
家
の
読
み
方
と
高
山
寺
本
の
漢
訳
と
は
良
く
共
通
す
る
の
で
、
高
山
寺
本
は
天
台
宗
系
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
真
言
宗
の
読
み
方
で
あ
る
仁
和
寺
本
「
真
言
集
」
の
場
合
に
つ
い
て
見
る
。

本
書
の
場
合
、
振
り
仮
名
を
見
る
と
複
数
の
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
陀
羅
尼
の
読
み
方
が
決
し
て
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
採
用
し
た
方
の
読
み
（
原
本
で
は
、
そ
の
仮
名
を
○
で
囲
ん
で
い
る
）
方
を
見
る
と
、
古
い
平
安
初
期
の
形
を
採
用
し
て

い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

扇
∴
野
圭
「
轡
射
「
酢
や
酎
畢
離
、
蠍

こ
れ
等
は
、
先
に
も
言
及
し
た
様
に
、
漢
訳
の
段
階
で
原
梵
語
音
の
一
部
が
無
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
字
の
み
に
注
目
し
た
の

で
は
原
音
を
復
元
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
て
、
梵
文
陀
羅
尼
に
よ
る
読
み
方
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て
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そ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
母
音
調
和
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
母
音
調
和
式
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
両
形
並
存
例
ば
か
り
で
な
く
、
二
形
の
み

示
さ
れ
て
い
る
例
、

サ
ラ
バ
　
　
ダ
　
ラ
マ

薩
婆
、
達
磨
、

も
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
の
場
合
は
、
全
体
と
し
て
は
平
安
朝
初
期
の
梵
字
に
則
し
て
よ
ん
だ
母
音
調
和
式
の
姿
を
反
映
し
て
い
る

も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
高
山
寺
本
と
同
じ
院
政
末
期
の
資
料
で
は
あ
っ
て
も
、
真
言
宗
の
場
合
は
、
古
い
姿
を
留
め
た
読
み
方
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
真
言
宗
の
保
守
性
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
三
項
に
亘
っ
て
検
討
し
た
所
を
纏
め
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

①
、
梵
文
陀
羅
尼
の
読
み
方
は
院
政
期
に
ま
で
降
っ
て
も
林
凡
字
に
忠
実
に
し
か
も
平
安
初
期
の
母
音
調
和
式
で
読
ま
れ
て
い
た
（
厳
密
に

は
、
い
る
場
合
も
あ
っ
た
）
。

②
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
に
お
い
て
は
、
天
台
宗
内
で
も
種
々
の
も
の
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
早
い
も
の
は
梵
語
書
た
忠
実
に
、

時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
漢
訳
字
の
漢
字
音
に
従
う
読
み
方
が
強
く
な
っ
て
来
る
と
い
う
、
時
代
的
変
遷
が
顕
著
で
あ
る
。
寺
門
派
慶
辞

の
如
く
、
全
く
原
梵
語
音
に
無
関
係
に
、
漢
音
で
読
む
と
い
う
行
き
方
も
出
現
し
た
。

③
、
こ
れ
に
対
し
て
、
真
言
宗
の
漢
訳
陀
羅
尼
の
読
み
方
は
保
守
的
で
あ
っ
て
、
古
い
平
安
初
期
の
母
音
調
和
式
を
保
存
す
る
度
合
い
が

非
常
に
高
い
。
こ
れ
は
2
項
で
検
討
し
た
一
般
の
漢
訳
陀
羅
尼
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
3
項
で
検
討
し
た
法
華
経
陀
羅
尼
の
場
合
に
つ

い
て
も
全
く
同
様
で
あ
っ
た
。

④
、
②
③
の
宗
派
に
よ
る
違
い
は
両
宗
の
教
学
が
進
歩
的
か
保
守
的
か
の
違
い
に
よ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
漢
訳
陀
羅
尼
の
場
合
、
漢
訳
さ
れ
た
時
代
の
違
い
に
よ
っ
て
、
充
て
ら
れ
た
漢
字
も
異
な
り
、
字
音
も
異
な
っ
て
い
る
。
法
華
経

陀
羅
尼
の
場
合
は
日
本
漠
字
音
の
呉
音
で
読
ん
だ
方
が
原
梵
語
音
に
は
近
く
な
り
、
孔
雀
経
の
様
な
新
訳
の
場
合
に
は
漢
音
で
読
ん
だ
方
が



原
梵
語
音
に
は
近
く
な
る
。
慶
藤
の
読
み
方
は
従
っ
て
、
当
然
、
原
梵
語
音
と
は
全
く
か
け
は
な
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

多
分
「
金
剛
界
儀
軌
」
等
の
密
教
経
軌
は
、
漠
音
読
の
方
が
適
し
て
お
り
、
そ
の
音
読
に
日
常
携
わ
っ
て
い
た
経
験
的
事
実
が
、
法
華
経
陀

羅
尼
に
も
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
台
宗
で
は
、
そ
う
い
う
学
問
の
在
り
方
も
許
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
梵
語
音
と
漢
字
音
の
仮
名
表
記

扱
、
前
項
ま
に
で
検
討
し
た
梵
語
音
の
仮
名
表
記
法
は
、
梵
語
音
の
み
に
存
在
す
る
（
つ
ま
り
日
本
語
と
中
国
語
に
は
存
在
し
な
い
）
重

子
音
の
表
記
を
本
邦
人
が
ど
の
様
に
行
っ
て
来
た
か
に
就
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
重
子
音
を
除
く
と
、
梵
語
音
と
中
国
語
音
に
存

在
し
て
日
本
語
に
は
無
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
所
謂
開
拗
音
と
促
音
（
中
国
語
で
は
入
声
韻
尾
・
梵
字
で
は
浬
磐
点
で
示
さ
れ
る
－
廿
）
、
撥

音
（
中
国
語
で
は
鼻
音
韻
尾
・
梵
字
で
は
空
点
で
示
さ
れ
る
1
唱
）
が
あ
る
。

更
に
、
中
国
語
の
み
に
有
っ
て
、
日
本
語
及
び
梵
語
に
無
い
音
と
し
て
所
謂
合
拗
音
が
存
在
す
る
。
こ
の
音
の
表
記
は
特
に
注
目
さ
れ
る

所
と
な
る
。

今
、
こ
れ
等
の
音
の
表
記
が
ど
の
様
に
な
さ
れ
て
来
た
の
か
を
、
梵
語
音
の
場
合
は
本
稿
で
対
象
と
し
た
各
悉
曇
章
、
漢
字
音
の
場
合
は

先
学
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
平
安
初
期
訓
点
資
料
の
四
点
、
即
ち
、
史
掘
魔
羅
経
（
八
〇
〇
年
頃
加
点
）
、
大
乗
阿
枇
達
磨
雑
集
論
（
八
〇
〇

（は）

年
頃
加
点
）
、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
（
八
三
〇
年
頃
加
点
）
、
地
蔵
十
輪
経
（
八
八
三
年
加
点
）
を
取
り
上
げ
て
、
比
較
し
て
み
る

と
、
梵
語
音
と
漢
字
音
の
表
記
が
同
じ
表
記
法
（
表
記
体
系
）
の
基
盤
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

即
ち
、
基
本
的
に
、
日
本
語
の
音
節
構
造
Ⅴ
、
C
V
構
造
に
「
外
れ
る
部
分
」
及
び
そ
の
「
周
辺
部
分
」
が
「
仮
名
」
で
な
く
「
漢
字
」

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
外
れ
る
部
分
》
　
　
　
（
漠
字
音
）

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て

（
梵
語
音
）
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○
拗
音
部
分
（
開
）
初
・
守
・
向
・
生
等
、

（
合
）
化
・
鬼
・
果
・
火
等

○
撥
音
韻
尾
　
　
疇
・
郎
・
（
境
等

○
入
声
韻
尾
　
　
（
境
二
郎
）
等

去
・
沙
・
取
・
諸
等

サ
ム三ジ

ツ賓

（
ジ
ユ
ツ
）

述

勿
論
、
右
の
部
分
は
、
∵
万
で
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
存
す
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
開
翌
日
の

部
分
は
、
漢
字
音
の
場
合
「
シ
ア
」
の
よ
う
な
「
ア
行
の
仮
名
」
で
表
記
さ
れ
、
翌
日
・
入
声
音
は
、
一
n
‖
二
、
l
ロ
＝
ム
、
l
占
‖
ウ
、
l

t
‖
ツ
・
チ
、
l
p
‖
フ
、
l
k
‖
ク
・
キ
の
如
き
仮
名
と
、
無
表
記
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
梵
字
の
場
合
は
翌
日
は
「
キ
ヤ
」
の
如
く

ヤ
行
し
か
出
現
し
な
い
。
韻
尾
は
二
種
で
l
眉
目
ム
、
l
廿
＝
ク
で
表
記
さ
れ
、
・
廿
は
無
表
記
の
場
合
も
存
す
る
。

《
周
辺
部
分
》
　
　
　
　
（
漠
字
音
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梵
語
音
）

（
サ
ウ
）
　
　
へ
ス
イ
）
　
　
（
サ
イ
）
　
　
（
セ
ウ
）
　
　
　
　
（
サ
ウ
）
　
　
（
サ
イ
）
　
　
（
セ
イ
）

○
重
母
音
（
連
母
音
）
　
草
・
水
・
西
・
少
等
　
草
・
才
・
西

扱
、
少
な
く
と
も
、
漢
字
音
と
梵
語
音
に
つ
い
て
み
る
と
拗
音
の
漢
字
音
「
ア
行
」
対
梵
語
音
「
ヤ
行
」
の
違
い
の
み
で
あ
っ
て
、
他
は

全
て
共
通
す
る
方
法
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
外
国
語
と
し
て
、
梵
語
も
中
国
語
も
、
そ
れ
を
い
か
に
表
記
し
て
行
く
か
の
試
行
錯
誤
が
共
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
見
て
良
い

で
あ
ろ
う
。
石
山
寺
所
蔵
の
一
〇
三
二
年
加
点
「
不
動
念
諦
次
第
」
を
見
る
と
、
漢
字
音
も
梵
語
音
も
「
漢
字
」
表
記
法
が
全
く
捨
て
ら
れ
、

開
翌
日
は
シ
ャ
、
シ
ユ
、
シ
ヨ
、
の
様
に
ヤ
行
の
仮
名
で
、
合
翌
日
は
「
ク
ワ
、
ク
ヰ
、
ク
ヱ
」
の
如
き
り
行
の
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
様
に
、
仮
名
の
み
の
表
記
と
し
て
こ
の
形
で
最
終
的
に
定
着
す
る
訳
で
あ
る
か
、
そ
の
出
発
点
が
同
じ
基
盤

に
在
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
漠
字
音
の
場
合
、
開
拗
音
は
「
⑰
ア
」
の
如
く
ア
行
仮
名
で
、
梵
語
音
の
場
合
は
「
⑦
ヤ
」
の
如
く
ヤ
行
仮
名

で
、
出
発
し
て
い
る
も
の
が
、
や
が
て
、
梵
語
音
の
表
記
の
ヤ
行
表
記
に
定
着
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
梵
語
音
表
記
の
方
に
吸
引
力
が
有



っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

拗
音
表
記
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
合
拗
音
が
漢
字
音
専
用
で
あ
っ
て
、
梵
語
音
の
方
に
は
本
来
出
現
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
合
拗
音
の
仮
名
表
記
が
開
拗
音
に
比
し
て
か
な
り
遅
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
て
来

（－3）

た
所
で
あ
る
が
、
な
ぜ
遅
れ
た
の
か
。

梵
語
音
で
は
合
拗
音
は
出
現
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
等
の
仮
名
表
記
を
工
夫
す
る
試
行
錯
誤
は
必
要
が
無
か
っ
た
。
全
体
に
、
外
来
語
と
し

て
の
中
国
語
、
梵
語
の
仮
名
表
記
は
、
そ
の
重
点
が
梵
語
に
よ
り
か
か
っ
て
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
来
た
。
そ
の
梵
語
に
出
現
し
な
い
合
拗

音
で
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
の
仮
名
表
記
の
工
夫
が
遅
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

外
来
語
表
記
と
し
て
の
清
濁
の
区
別
の
工
夫
は
、
梵
語
音
よ
り
始
ま
り
、
漢
字
音
へ
波
及
し
た
。
四
声
点
の
実
用
も
梵
語
音
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
声
点
の
有
気
音
無
気
音
の
区
別
も
亦
梵
語
音
資
料
の
方
が
出
現
は
早
い
。
こ
れ
等
の
事
実
は
、
梵
語

音
の
学
習
の
方
に
外
来
語
と
し
て
の
学
習
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
方
が
事
実
に
近
い
こ
と
を
物
語
り
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漢

字
音
か
ら
梵
語
音
へ
　
（
或
い
は
、
漢
字
音
を
通
し
て
梵
語
音
へ
の
）
学
習
が
及
ん
だ
と
見
る
従
来
の
考
え
方
は
逆
転
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
可
能
性
が
有
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

漠
字
音
は
直
接
学
習
が
可
能
で
あ
っ
た
。
梵
語
音
は
、
中
国
を
介
し
て
の
間
接
的
な
伝
来
で
あ
っ
た
た
め
に
、
梵
語
音
そ
の
も
の
を
直
接

学
習
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
梵
語
音
は
漢
字
音
に
比
し
て
よ
り
一
層
研
究
の
対
象
化
が
必
要
と
さ
れ
種
々
の
試
み
や
工
夫

が
要
求
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

梵
語
の
音
節
末
子
音
は
l
廿
と
l
唱
と
が
有
り
、
こ
の
二
音
は
、
話
中
に
入
る
と
所
謂
「
連
声
」
と
い
う
現
象
を
起
こ
す
。

l
意
次
に
来
る
子
音
に
よ
っ
て
同
化
さ
れ
て
－
k
k
㌧
－
S
S
㌧
．
－
ニ
ー
、
I
p
p
－
、
に
変
化
し
、
l
虻
は
次
に
来
る
子
音
に
よ
っ
て
同
化
さ
れ
て
－
白

日
㌧
－
n
n
㌧
－
雲
I
に
変
化
す
る
。

一
方
漢
字
音
は
当
初
は
、
こ
の
様
な
変
化
は
起
こ
ら
ず
、
－
p
、
⊥
、
－
k
、
占
、
l
n
、
』
は
独
立
的
で
あ
っ
て
、
平
安
後
期
に
到
っ
て
、
－
p

梵
語
音
の
仮
名
表
記
を
巡
っ
て
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四
八

－
「
－
k
は
所
謂
促
音
化
を
起
こ
し
、
梵
語
と
同
じ
現
象
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
－
m
、
⊥
㌔
I
d
は
、
か
な
り
後
々
ま
で
独

立
し
て
お
り
、
現
代
語
に
到
っ
て
「
連
声
」
現
象
に
相
当
す
る
同
化
現
象
を
起
こ
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
様
に
見
る
と
、
漠
字
音
よ
り
も
、
梵
語
音
の
方
が
複
雑
で
あ
っ
て
、
や
は
り
日
本
人
側
か
ら
言
う
と
、
梵
語
音
の
連
声
の
研
究
を
通

し
て
そ
れ
ら
の
表
記
法
の
工
夫
も
発
達
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
様
な
視
点
で
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た

い
。

注（1）
（2）

（3）

例
え
ば
、
澤
田
田
津
子
「
外
来
語
に
お
け
る
母
音
添
加
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
学
』
第
百
四
十
三
時
）
な
ど
。

『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
厨
的
鋸
舶
翌
に
よ
る
。

書
写
奥
書
「
嘉
慶
二
年
十
一
月
十
二
日
借
得
度
山
寺
経
蔵
本
／
令
書
写
之
件
本
者
覚
大
師
将
来
正
本
云
云
尤
為
／
規
模
字
点
等
併
以
模
本
様
託
淫
宏
雷

票
語
間
聖
之
／
音
堅
琵
間
梨
望
／
法
印
権
大
僧
都
賢
宝
等
葦
六
」

（
4
）
朱
書
本
奥
書
「
件
書
以
天
元
五
年
八
月
十
八
日
指
専
使
賜
松
前
以
九
月
廿
二
日
登
山
寄
住
／
披
雲
房
始
白
岡
廿
三
日
辛
亥
日
至
千
国
廿
六
日
三
箇
日

之
間
大
西
閣
梨
御
房
／
読
巳
畢
同
学
康
上
人
耳
台
学
僧
□
□
為
後
賢
悉
之
」

奥
書
「
永
和
四
年
冬
比
借
得
天
台
実
厳
僧
正
持
本
令
書
写
了
披
／
批
記
是
智
諾
大
師
於
福
州
所
令
受
給
也
尤
珍
重
之
賢
宝
記
之
／
　
（
朱
）
写
本
錐

有
失
点
依
繁
略
之
了
耳
」

（
5
）
　
『
。
讃
莞
百
辛
車
御
豊
把
念
随
心
院
聖
教
類
の
研
究
』
　
（
汲
古
書
院
一
九
九
五
年
刊
）
に
全
文
の
影
印
を
収
載
。

（
6
）
馬
渕
和
夫
博
士
『
日
本
韻
学
史
の
研
究
I
』
で
は
、
真
言
宗
系
統
の
も
の
と
し
て
、
淳
祐
の
後
、
済
嵐
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
7
、
8
、
9
、
三
馬
渕
和
夫
編
『
吉
注
解
悉
曇
学
書
選
集
　
第
二
巻
』
所
収
に
よ
る
。

（
〓
）
　
こ
の
資
料
は
築
島
裕
博
士
が
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
研
究
』
）
　
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
奥
書
等
は
全
て
そ
の
論

文
に
譲
る
。
本
稿
は
築
島
博
士
よ
り
恵
与
を
受
け
た
写
真
に
よ
る
。

（
邑
春
日
政
治
「
聖
語
蔵
央
掘
魔
羅
経
の
字
音
点
」
　
「
高
野
山
に
て
観
た
る
古
点
本
一
二
」
　
（
以
上
『
古
訓
点
の
研
究
』
所
収
）
、
同
『
票
苛
本
金
光
明
最

勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
、
小
林
芳
規
「
訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
」
　
（
『
王
朝
』
第
九
号
）
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
等
。

（
ト
ビ
　
注
－
N
引
用
小
林
芳
規
博
士
論
文
参
照
。

［
付
記
］
本
稿
は
平
成
七
年
八
月
十
二
日
の
第
二
十
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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